
意
見

　
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
絶
滅
さ
せ
な
い
た
め
に
、

農
家
や
農
協
、
地
元
の
方
々
の
協
力
を
得

て
、
特
定
の
農
薬
を
禁
止
し
、
生
態
系
を

維
持
し
て
ほ
し
い
。

回
答

　
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
飛
来
す
る
利
根
川
沿
い

は
、
自
然
豊
か
で
餌
が
豊
富
で
あ
り
、
神

栖
市
は
昨
年
、
県
内
で
初
め
て
4
羽
の
ヒ

ナ
が
ふ
化
し
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
コ
ウ

ノ
ト
リ
は
縁
起
の
良
い
鳥
で
も
あ
り
ま
す

の
で
、
農
業
者
、
漁
業
者
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
ご
理
解
い
た
だ
き
、
み
ん
な
で
大
切

に
育
て
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

意
見

　
通
勤
時
間
帯
の
シ
ー
サ
イ
ド
道
路
は
、

制
限
速
度
を
超
過
し
て
い
る
車
が
多
い
た

め
、
取
り
締
ま
り
を
強
化
し
て
ほ
し
い
。

ま
た
、
消
え
か
か
っ
て
い
る
道
路
の
白
線

を
引
き
直
し
て
ほ
し
い
。

回
答

　
警
察
や
関
係
団
体
と
連
携
し
て
制
限
速
度

の
表
示
や
運
転
マ
ナ
ー
の
向
上
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
警
察
に
強
く
安
全
対
策
を
要
望

し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
道
路
の
白
線
に

つ
い
て
は
、
現
地
を
確
認
し
て
対
応
し
ま
す
。

意
見

　
市
内
に
計
画
さ
れ
て
い
る
特
別
支
援
学

校
の
整
備
を
進
め
、
障
害
の
あ
る
子
ど
も

た
ち
の
将
来
の
た
め
、
就
労
支
援
に
取
り

組
ん
で
ほ
し
い
。

回
答

　
神
栖
市
が
全
面
的
に
協
力
し
、
若
松
地

区
に
県
立
特
別
支
援
学
校
が
新
設
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
設
計
段
階
で
、

2
0
2
7
年
4
月
開
校
予
定
で
す
。
鹿
嶋

市
の
特
別
支
援
学
校
ま
で
、
通
学
に
90
分

以
上
か
か
っ
て
い
る
方
も
い
ま
す
が
、
開

校
後
は
解
消
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な
ど
バ
リ
ア
フ
リ
ー
機
能

に
つ
い
て
も
満
足
度
の
高
い
学
校
に
な
る

よ
う
、
保
護
者
の
方
を
含
め
県
と
協
議
し

て
ま
い
り
ま
す
。

 　
意
見

　
地
域
活
性
の
た
め
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
や

ブ
ー
ス
を
出
店
し
て
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す

る
場
合
、
市
か
ら
の
助
成
は
あ
り
ま
す
か
。

回
答

　
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
場
合
、
内
容
に

よ
り
、
助
成
金
の
交
付
対
象
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
計
画
す
る
前
に
観
光

振
興
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

意
見

　
波
崎
東
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
用
地
に
、

に
ぎ
わ
い
づ
く
り
の
拠
点
施
設
が
で
き
る

と
の
計
画
で
す
が
、
若
者
が
活
躍
で
き
る

構
想
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

回
答

　
若
い
方
た
ち
や
地

域
お
こ
し
協
力
隊
の

方
に
は
、
主
体
と
な
っ

て
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
、
に
ぎ
わ
い
に
つ

な
が
る
仕
掛
け
づ
く

り
を
積
極
的
に
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
市
も
、
波
崎
東
部

地
域
に
若
い
方
た
ち

の
誘
致
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
が
、
引
き

続
き
、
市
民
の
皆
さ

ん
も
協
力
し
て
、
こ

の
神
栖
市
を
つ
く
り

上
げ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
し
、
い
ろ
い

ろ
な
声
を
市
へ
寄
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

地
区
や
団
体
の
皆
さ
ん
と
市
長
が
直
接
懇
談
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
や
ご
要
望

を
積
極
的
に
伺
い
ま
し
た
。皆
さ
ん
の
声
を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会

問 

秘
書
課  

　

 

℡
0
2
9
9
︲
90
︲
1
1
2
1

7
月
18
日（
木
）　

は
さ
き
保
健
・
交
流
セ
ン
タ
ー

7
月
31
日（
水
）　

波
崎
総
合
支
所
・
防
災
セ
ン
タ
ー

※
ご
意
見
を
一
部
抜
粋
し
て
掲
載

　2025年3月31日の任期満了に伴い、農業委員および
農地利用最適化推進委員の候補者をそれぞれ募集します。
募集期間＝10月15日（火）～11月14日（木）

内容＝担当区域内（市内14区域）で、農地利用の最適
化の推進など
報酬＝月額45,000円　
※その他、活動実績などにより報酬あり
選考方法＝農地利用最適化推進委員候補者評価委員
会で提出書類などを基に選考し、農業委員会総会の
議決により、農業委員会が委嘱

注意事項
●両委員同時の応募可能。ただし兼務はできません
●応募状況・結果は、市ホームページに掲載します
●�原則として農業委員の過半数は認定農業者でなけ
ればなりません

●�農業委員のうち1人以上は、農業者以外の中立な
立場で公正な判断ができる方が必要です

●法律により兼職の禁止、失職が規定されています
応募方法＝所定の用紙に必要事項を記入し持参
※用紙は応募先または市ホームページで入手可能

農業委員
定員＝14人
任期＝2025年4月1日～2028年3月31日
対象＝農業に関する識見を有し、農地利用の最適化
の推進に関する事項、農業委員会の所掌事項に関す
る職務を適切に行なうことができる方
内容＝毎月開催される定例総会で、農地の権利移動
の審議や農地の利用状況調査など
報酬＝月額53,000円　
※その他、活動実績などにより報酬あり
選考方法＝農業委員候補者評価委員会で提出書類な
どを基に選考し、議会の同意を得て市長が任命
農地利用最適化推進委員
定員＝14人（担当区域内ごとに募集）
任期＝農業委員会が委嘱した日～2028年
3月31日
対象＝農地利用の最適化の推進に熱意と識見を有す
る方（農業経験は問いません）

申・問 農業委員会事務局  ℡0299-90-1173
　 　　農林課  ℡0299-90-1008

農業委員・農地利用最適化推進委員の候補者募集

申・問 契約管財課  ℡0299-90-1130

2025・2026年度 入札参加資格審査申請の受付開始

名簿登録の有効期間 2025年4月1日～2027年3月31日（2年間）

　市が発注する建設工事、建設コンサルタント業務等、物品製造等（業務委託、物品購入、賃貸借等）の一般・
指名競争入札に参加を希望する方は、申請書に必要書類を添えて提出してください。
　なお、建設工事、建設コンサルタント業務等の受付については、電子申請システムを使った、県および県
内市町村と共同の受付となります。

申込期間＝11月11日（月）～12月11日（水）　
申込方法＝県ホームページから電子申請または郵送　※詳しくは、県ホームページをご覧ください
郵送先=茨城県入札参加資格共同受付センター　〒310-8555　茨城県水戸市笠原町978-6　茨城県庁内

建設工事、建設コンサルタント業務等

郵送での申し込み
封筒に「入札参加資格審査申請書在中」と記載し、
簡易書留または一般書留で郵送
郵送先＝神栖市役所契約管財課契約検査グループ
〒314-0192　神栖市溝口4991-5

持参での申し込み
来庁日時を事前予約のうえ、持参　
受付時間＝午前9時～午後4時
持参先＝市役所（本庁舎）2階　契約管財課

物品製造等
申込期間＝11月11日（月）～12月11日（水）　※当日消印有効
申込方法＝市ホームページから申請書類をダウンロードし、郵送または持参
※受付の混雑を避けるため、原則郵送での申し込みをお願いします
※持参提出を希望する場合は、事前に予約をしてください（土・日曜日、祝日を除く）
※申請書類など詳しくは、市ホームページをご覧ください

※予算の議決状況により、内容が変更となる場合があります
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